
計算の工夫 目次 
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2 １１２×１０２＝ 
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4 １０２×１０６＝ 
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3 ３４×９９＝ 

4 ６１×９９＝ 

5 ９２×９９＝ 

6 ７９×９９＝ 
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8 ８３×９９＝ 

9 ４３０×９９９＝ 

10 ２６×９９９９＝ 

 

その８ 

1 １１×１１＝ 

2 １１１×１１１＝ 

3 １,１１１×１,１１１＝ 

4 １１,１１１×１１,１１１＝ 
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その９ 
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2 ４６８×５＝ 
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7 ４６９×５＝ 

8 ３８３×５＝ 
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その１０ 

1 ４８×２５＝ 

2 １２８×２５＝ 

3 ８４８×２５＝ 

4 ４６８×２５＝ 

5 ３８４×２５＝ 

6 ４０４×２５＝ 

7 ５２４×２５＝ 

8 ２７２×２５＝ 

9 ６６８×２５＝ 

10 ４４４４×２５＝ 

 

その１１ 

1 ３２×１２５＝ 

2 ６４×１２５＝ 

3 ８７２×１２５＝ 

4 ５７６×１２５＝ 

5 ６４８×１２５＝ 

6 １２９×１２５＝ 

7 ４６５×１２５＝ 

8 ３５３×１２５＝ 

9 ２６５×１２５＝ 

10 ７８５×１２５＝ 

 

 

その１２ 

1 ２３×１１＝ 

2 ３６×１１１＝ 

3 ４４×１１１１＝ 

4 ５３×１１１１１＝ 

 

その１３ 

1 １２×１９＝ 

2 １６×１９＝ 

3 １５×１９＝ 

4 １３×１９＝ 

5 １７×１９＝ 

6 １４×１９＝ 

7 １８×１９＝ 

 

その１４ 

1 １３×１１＝ 

2 ２３×１４＝ 

3 １３×１５＝ 

4 ３３×２３＝ 

5 ４１×１８＝ 

 

その１５ 

 

１ ２４７÷９＝    

２ ８３１÷９＝  

３ ４１９÷９＝ 

４ ５２７÷９＝ 

５ ６４３÷９＝ 

６ ２８３÷９＝ 

７ ２３５３÷９＝ 

８ １２３４５÷９＝ 



計算の工夫 

平成 26年 5月 3日 

 

1 計算の工夫 その１  １０の位が同じで１の位が共に５の掛け算    

 １５×１５＝１×（１＋１）＆５×５＝２２５      

【解説】 １０の位の１と、これに１を加えた２を掛け算する（１×２）   

    この答である２が１００の位となる  

    次に５×５を計算し、２５を加える     

※ 答えの下 2桁は常に 25      

 ※「＆」の記号は文字列の結合を意味する      

   ２５×２５＝２×（２＋１）＆５×５＝６２５     

   ３５×３５＝３×（３＋１）＆５×５＝１２２５    

 ４５×４５＝      

６５×６５＝   

 ５５×５５＝      

７５×７５＝   

 ９５×９５＝ 

 １９５×１９５＝    

９９５×９９５＝   

  

【発展編】 これは、どうでしょう 「３６×３６＝ 」     

３６×３６＝（３５＋１）＾2＝３５＾2＋２×３５＋１＝１２２５＋７０＋１＝１２９６ 

 ４６×４６＝ 

６６×６６＝   

 ５６×５６＝ 

７６×７６＝ 

 

【更に発展】 ３４×３４＝（３５－１）＾２＝１２２５－７０＋１＝１１５６ 

 44×44＝ 

 64×64＝ 

 54×54＝ 

 74×74＝ 

  



２ 計算の工夫 その２  １０の位が同じで１の位の和が１０の乗算   

  ２３×２７＝２×（２＋１）＆３×７＝６２１     

【解説】１０の位の２と、これに１を加えた３を掛け算する（２×３）  

    この答である６が１００の位となる      

    次に３×７を計算し、２１を加える      

※ その１と違う点は１の位の計算が必要なだけです     

   ３６×３４＝３×（３＋１）＆６×４＝１２２４    

   ４８×４２＝４×（４＋１）＆８×２＝２０１６    

   ５１×５９＝    

５７×５３＝ 

６５×６５＝ 

６２×６８＝ 

７２×７８＝ 

７３×７７＝ 

８８×８２＝ 

８９×８１＝ 

１２３×１２７＝     

１３４×１３６＝ 

１４８×１４２＝ 

１１５×１１５＝ 

 

【発展編】 これは、どうでしょう 「９９２×９９８＝ 」   

  ９９２×９９８＝（９９×１００）＆（２×８）＝990016 

  ９９３×９９７＝ 

  ９９９４×９９９６＝      

  

  



３ 計算の工夫その３  １０の位が１の乗算＜基本となり利用度も高い＞   

  １２×１３＝（１２＋３）＆（２×３）＝１５６     

【解説】１２と３を加算し、一の位の２と３を乗算し結合する。 

桁上がりに注意 

 １６×１３＝（１６＋３）＆（６×３）＝（１９＋１）＆８＝２０８  

 １８×１２＝（１８＋２）＆（８×２）＝２１６ 

 １２×１８＝     

 １５×１５＝ 

１８×１７＝ 

 １２×１６＝ 

１９×１９＝ 

     

【発展編】 これは、どうでしょう  ２２×２４＝     

  ２２×２４＝２×（２２＋４）＆（２×４）＝５２８    

  ※ １０代と同じですが，２０代だから２倍します。   

  ２６×２３＝２×（２６＋３）＆（６×３）＝５９８    

  ２７×２２＝２×（２７＋２）＆（２×７）＝５９４   

  

 ２５×２３＝ 

２１×２４＝       

 ２３×２６＝ 

３１×３２＝       

  



４ 計算の工夫その４  十の位の和が１０で一の位が同じ乗算    

 ３２×７２＝（３×７＋２）＆２×２＝２３０４     

【解説】１０の位の３と７を掛け算し、１の位の２を加算する（３×７＋２）   

    この答である２３が１００の位となる     

    次に２×２を計算し、４を加える      

６３×４３＝６×４＋３＆３×３＝２７０９     

 ８４×２４＝８×２＋４＆４×４＝２０１６ 

 ２７×８７＝ 

 ４６×６６＝    

 １５×９５＝ 

 ８８×２８＝ 

 ７７×３７＝    

 ５６×５６＝ 

 １３×９３＝ 

 ８２×２２＝    

  



５ 計算の工夫その５  百超近辺の乗算       

 １０４×１０３＝１０４＋３＆４×３＝１０７１２    

【解説】１０４と３を加算し１０７、一の位の４と３を乗算し結合する   

※ １００×１００＝１００００＜１万＞     

 １０７×１０９＝１０７＋９＆７×９＝１１６＆６３＝１１６６３  

 １１２×１０２＝１１２＋２＆１２×２＝１１４＆２４＝１１４２４  

 １０５×１０５＝ 

１０８×１０７＝ 

 １１３×１０２＝   

 １０２×１０６＝ 

１０９×１０９＝ 

１１２×１０３＝   

 １０２×１０８＝ 

１０３×１０６＝ 

 １２４×１０４＝   

 

【発展】 １０２×１０８＝ のように一の位が足して１０の場合，その２を利用 

 １０２×１０８＝（１０×１１）＆（２×８）＝１１０１６ 

 103×107＝   104×106＝ 

 109×101＝   102×108＝ 

 更に 

 91×99＝（9×10）＆（1×9）＝9009 ＜桁注意） 

 93×97＝  98×92＝   

 94×96＝  998×992＝ 

  



６ 計算の工夫その６  百直近の乗算       

 ９８×９７＝１００－（２＋３）＆（２×３）＝９５０６ 

【解説】補数：１００から９８を引いた２が補数      

  ９７の補数は３ 補数の和である５を１００から引く    

  この値と補数同士の乗算を結合する        

９５×９９＝１００－（５＋１）＆５×１＝９４＆５＝９４０５   

 ９２×９３＝１００－（８＋７）＆８×７＝８５＆５６＝８５５６ 

 ９７×９３＝     

 ９９×９９＝ 

 ９４×９６＝ 

 ９２×９８＝ 

 ９６×９７＝ 

 

【発展編】 これは、どうでしょう  １０３×９６＝      

【解説】100との差は，＋３と－４        

 １０３×９６＝（１０３－４）＆（３×－４）＝９９＆（－１２）＝９８８８  

 １０７×９７＝（１０７－３）＆（７×－３） 

＝１０４＆（－２１）＝１０３７９    

 98×102＝ 

 98×104＝ 

 97×103＝ 

 105×99＝     

 96×112＝ 

 98×105＝  

 

【発展編】その２   １０３×９７＝      

【解説】100との差が同じ，＋３と－３ 公式 （ａ＋ｂ）×（ａ－ｂ）＝ａ２－ｂ２ 

１０３×９７＝（１００＋３）×（１００－３）＝１００×１００－９＝９９９１  

101×99＝ 

105×95＝ 

107×93＝ 

 

 更に応用 

 52×48＝2496   33×27＝ 

 53×47＝   61×59＝ 

          



７ 計算の工夫その７  ９連続数乗算：一方が９９や９９９などの乗算   

 １８×９９＝(１８－１)＆(９９－（18－１）)＝１７＆８２＝１７８２  

【解説】一方の数字は９のみからなる数字です     

  １８から１を引き１７、９９からその１７を引き８２   

  この値を結合する １７＆８２＝１７８２     

 ９１×９９＝９０＆９９－９０＝９００９      

 ９２×９９＝９１＆９９－９１＝９１０８     

 ７９×９９＝ 

 ８３×９９＝      

 ５４×９９＝ 

 ２６×９９９＝   

    

【発展編】 これは、どうでしょう  ９９９×９６＝      

 ９６から１を引き９５、９９９から９５を引き９０４  ∴９５９０４  

  ※ ９の連続数が増えても同じです 

３７２×９９９９９＝ 

（３７２―1）＆（９９９９９－３７１）＝３７１９９６２８ 

 ２６×９９９９＝ 

 ４３０×９９９＝      

  



８ 計算の工夫その８  １連続数の２乗       

１１１×１１１＝１２３２１       

【解説】 １の個数が同じ数字同士の掛け算です      

 １の数字だけ数字を昇順に並べたら、次は１までもどります    

 １１１１１１×１１１１１１＝ では、     

 １が６個だから１２３４５６まで昇順に並べ、後は５４３２１と降順に

並べると， 

  答は、１２３４５６５４３２１ となります    

  ただし、これが成り立つのは、１が９個までです     

  １１,１１１×１１,１１１＝１２３,４５４,３２１ 

    ３桁ごとに桁区切り記号を付けます。      

１１１,１１１,１１１×１１１,１１１,１１１＝１２,３４５,６７８,９８７,６５４,３２１ 

 

【付録】 １が１０個の場合は、どうなるのでしょうか？？     

１１１１１１１１１１×１１１１１１１１１１＝１２３４５６７８９＜１０＞９８７６５４３２１ 

         

  



９ 計算の工夫その９  偶数×５ ３２×５＝１６０   

     

【解説】３２×５＝３２×（１０／２）＝（３２／２）×１０＝１６０   

 ５は１０÷２ですから、先に３２を２で割ります     

 その答え１６を１０倍します。       

 １２６×５＝６３×１０＝６３０       

 ４６８×５＝ 

 ２７２×５＝      

 ３８２×５＝ 

 ６６８×５＝      

【発展編】これは、どうでしょう 「３３×５＝ 」    

  

  ３３×５＝（３２＋１）×５＝３２×５＋１×５＝１６０＋５＝１６５  

【解説】３３は偶数＋１ですから、偶数×５の答に５を加算します。    

 １２７×５＝１２６×５＋５＝６３５ 

 ４６９×５＝ 

５２７×５＝     

 ３８３×５＝ 

６６３×５＝     

           

 

  



１０ 計算の工夫その１０  ４の倍数×２５＝      

  １６×２５＝１６×（１００／４）＝（１６／４）×１００＝４００  

【解説】 ２５は１００を４で割った値です すなわち１００／４    

  他方の数字が４の倍数ですから先に４で割ります     

  この例では、１６を４で割り４を得ます      

  それに、１００をかけると答となります。 ４×１００＝４００   

 ８４８×２５＝２１２＆００＝２１２００      

４６８×２５＝ 

４０４×２５＝ 

２７２×２５＝     

 ３８４×２５＝ 

５２４×２５＝ 

６６８×２５＝     

           

【発展編】 これは、どうでしょう 「１７×２５＝ 」    

１７×２５＝（１６＋１）×２５＝１６×２５＋１×２５＝４００＋２５＝４２５  

【解説】 １７は４の倍数１６＋１ですから、１６×２５の答に２５を加算します。  

１２５×２５＝１２４×２５＋２５＝３１２５     

 ４６９×２５＝ 

２６５×２５＝ 

２７３×２５＝ 

 ３８１×２５＝ 

７８９×２５＝ 

 ６６９×２５＝ 

  



１１ 計算の工夫その１１  ８の倍数×１２５＝      

 ４８×１２５＝４８×（１０００／８）＝（４８／８）×１０００＝６０００ 

【解説】１２５を８倍すると１０００になります これが前提知識です  

  前回の２５と同様に計算できます      

  他方の数字が８の倍数であれば先に８で割ります     

  この例では、４８を８で割り６を得ます      

  それを１０００倍すると答となります ６×１０００＝６０００   

 ６４×１２５＝ 

  ５７６×１２５＝       

 ８７２×１２５＝ 

６４８×１２５＝  

      

 

【発展編】 これは、どうでしょう  １７×１２５＝      

１７×１２５＝（１６＋１）×１２５＝１６×１２５＋１×１２５ 

＝２０００＋１２５＝２１２５ 

【解説】 １７は８の倍数１６＋１ですから、１６×１２５の答に１２５を加算します。 

 １２９×１２５＝１２８×１２５＋１２５＝１６１２５    

 ４６５×１２５＝ 

２６５×１２５＝ 

３５３×１２５＝ 

７８５×１２５＝       

  



１２ 計算の工夫その１２  ２桁の数×１連続      

 １３×１１１１＝１＆（１＋３）・・＆３＝１４４４３    

【解説】 １の相方は、二つの数字の合計が９以下    

   (1) １３の１を書きます       

   (2) １３の１と３を足し ４です       

   (3) この４を（１の個数 ー１）連続して書きます。    

   (4) 最後に３を書きます       

  換言すると、１と３の間に（1＋3）を（１の個数－１）連続して書くこと  

 ４２×１１１１１＝４＆（４＋２）・・＆２＝４６６６６２    

 ２３×１１＝ 

６１×１１＝ 

 ３６×１１１＝ 

７１×１１１＝ 

 ４４×１１１１＝ 

８１×１１１１＝ 

 ５３×１１１１１＝ 

 ７２×１１１１１＝ 

 

【発展編】           

 ７６×１１１＝７＆（７＋６）＆（７＋６）＆６＝８４３６    

【解説】 １の相方は、二つの数字の合計が９以上の場合     

 桁上がりを考慮して，１の個数―1だけ足した数を書く 

 ３８×１１１１＝３＆（３＋８＝１１）＆１１＆１１＆８＝４２２１８ 

 ４９×１１１＝ 

 ７８×１１１１＝ 

  



１３ 計算の工夫その１3  １９の乗算        

 １３×１９＝（１３×２０）－２０＋７＝２４７     

【解説】 １９でない方の数字１３を２０倍します。     

 その答えから２０を引き、１３と２０の差である７を足します 

 １２×１９＝ 

 １３×１９＝ 

 １４×１９＝     

 １６×１９＝ 

 １７×１９＝ 

 １８×１９＝     

 １５×１９＝         

           

【発展編】           

 ４７×１９＝（４７×２０）－５０＋３＝８９３     

【解説】 １９でない方の数字４７を２０倍します。     

 その答えから４７より大きい切りのいい数字（この場合５０）を引く 

その数字との差を加える。       

 ２２×１９＝（２２×２０）－３０＋８＝４１８     

 ３６×１９＝ 

 ４７×１９＝ 

 ５８×１９＝     

 ８３×１９＝ 

 ６４×１９＝       

  



１４ 計算の工夫その１4  ２桁の乗算       

    

 １３×２３＝＜右から＞３×３＆１×３＋３×２＆１×２＝２９９   

【解説】一の位から計算します       

 (1) ３×３＝９を１の位に書きます      

 (2) 二つの数字の外側同士と内側同士を乗算し加算 １×３＋３×２＝９  

 (3) 十の位同士を乗算します １×２＝２      

 (4) それぞれの答を一の位から順次書きます     

 ※ 繰り上がりがあれば上の桁で加算します     

  これは、「分配法則」という次の公式を利用しています    

  (A+B)×(C+D)＝AC+(AD+BC)+BD       

１３×２４＝（１０＋３）×（２０＋４） 

＝１０×２０＋（１０×４＋３×２０）＋３×４ 

 １２×２１＝ 

 ２３×３４＝ 

 ２６×３２＝ 

 

  



１５ 計算の工夫その１5  ９の除算 

 ９より大きい数字を９で割り余りも出す。      

 ４３１÷９＝４＆（４＋３）＆（４＋３＋１）＝４７余り８    

【解説】順番に累積的に数字を足します。４，４＋３，４＋３＋１    

 そして並べますが，最後の数字は余りです。この場合，８    

 最後の余りである数字が９より大きければ，９で割れる数だけ繰り上げます。  

 ４７８÷９＝４＆１１＆１９ となるから， 

２番目の１１を繰り上げ，４＋１＆１ となる。    

 最後の数字は余り処理で，１９は９の２倍である２を繰り上げ，２＆１となる。 

 ４７８÷９＝４＆（１０＋１）＆（９×２＋１）となり， 

（４＋１）＆（１＋２）＆１＝５３１ となる。    

 これは，５３余り１を示している。     

 ２２１÷９＝２＆（２＋２）＆（２＋２＋１）＝２４５ ∴ ２４余り５  

  ２４７÷９＝２＆６＆１３＝２７４  ∴２７余り４   

  ８３１÷９＝８＆１１＆１２ ∴９２余り３    

  ４１９÷９＝ 

  ５２７÷９＝    

  ６４３÷９＝ 

  ２８３÷９＝    

  ２３５３÷９＝ 

  １２３４５÷９＝      


